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                                                               2021 年２月 25 日 

各      位 

会 社 名  日鍛バルブ株式会社 

代表者名 代表取締役社長 金 原 利 道 

（コード番号  6493  東証第 二 部） 

問合せ先  常務取締役  大野 浩 

（TEL． ０４６３－８２－１３１１） 

 

商号変更および定款一部変更に関するお知らせ 

 

 当社は、2021年２月25日開催の取締役会において、商号変更および定款一部変更について第99

回定時株主総会（2021年６月下旬開催予定）に付議することを決議いたしましたので、下記のと

おりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．商号変更について 

 

（１） 変更の理由 

当社は 1948 年（昭和 23 年）の創業以来、前身である日本鍛工時代から培ってきた

鍛造技術をコアとして、エンジンバルブの専門メーカーとして国内外の多くのお客様

のお引き立てをいただいて発展してまいりました。現在では、エンジンバルブのほか

に精密鍛造歯車や油圧パーキングブレーキ部品等の事業も成長させています。更に、

秦野名水を活かしたサラダ野菜や食用花のＬＥＤ光栽培にも挑戦しています。海外に

おきましても９ヵ国に 13 の子会社・関連会社を有する企業に成長いたしました。 

しかしながら、当社を取り巻く事業環境は、予想以上の速さで電動化や EV 化に流

れが加速しています。今後、更に多くの競争が、これらの潮流を激しくして行くであ

ろうことは想像に難くないところです。 

そこで、当社は既に 2019 年に中長期戦略として『ＮＩＴＴＡＮチャレンジ 10』(以

下ご参照)を掲げ、事業革新の第一歩を踏み出しました。そのビジョンは「伝統と歴

史を守りながらも、果敢に新境地に挑み、より存在価値を磨いていく」です。 

それを実現するためのミッションとして「既存事業の付加価値追求」と「新規事業

化や商品化によるＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への貢献」を定め、グループ一体と

なってまい進いたします。 

そこで、商号を刷新することで、『ＮＩＴＴＡＮチャレンジ 10』の意義とそのビジ

ョン・ミッションを共有し、具体的戦術の展開をよりパワフルに推進できるものと確

信しています。そして、ステークホルダーの皆様への積極姿勢をお示ししたいと考え

ました。 

新商号の株式会社ＮＩＴＴＡＮには、「変わらぬお客様主義」と「挑戦して進化し

続ける」を両立する普遍的な名称であるとの自負を込めました。 

刷新した「ＮＩＴＴＡＮ」に、お客様からご期待・ご注目いただけるよう、付加価値創出

に向け、全社を挙げて力強く取り組んでまいります。 
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(ご参照) 

「ＮＩＴＴＡＮチャレンジ 10」とは、「既存事業の飽くなき進化と競争力の強化」および

「新規事業化・新規商品化」の二つの柱を、市場ニーズ及び顧客戦略に合わせて展開する

計画であり、2030 年に「売上高 1,000 億円、営業利益額 100 億円、営業利益率 10％」を目

指す当社の中長期ビジョンです。 

 

（２）新商号（英文表記） 

   株式会社ＮＩＴＴＡＮ（英文：ＮＩＴＴＡＮ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ） 

 

（３）変更予定日 

   2022 年４月１日 

 

   ※ 本商号変更は、2021 年６月下旬開催予定の第 99 回定時株主総会において、定款 
一部変更に係る議案が原案どおり承認可決されることを条件としております。 

 

２．定款一部変更 

 

（１）変更の理由 

上記１．に記載の商号変更を行うべく、現行定款第１条（商号）を変更するものです。 

 

（２）定款変更の内容 

   変更の内容は次のとおりであります。 

 （下線＿は変更部分）

現 行 定 款 変 更 案 

 

（商号） 

第１条  

当会社は、日鍛バルブ株式会社と称し、英文で

は NITTAN VALVE CO., LTD.と表示する。 
 

 

（商号） 

第１条 

当会社は、株式会社 NITTAN と称し、英文では

NITTAN Corporation と表示する。 

 

（新設） 

 

 

附則 

 

第１条（商号）の変更は、2022 年４月１日を

もって効力を生じるものとする。なお、本附則

は、第１条の効力発生日の経過をもってこれを

削除する。 

 

 

（３）日程 

   定款変更のための定時株主総会 2021 年６月下旬（予定） 

   定款変更の効力発生日 2022 年４月１日（予定） 

 

以  上 


